
今月の掲載記事
第 37 回田の神さぁの里産業文化祭
市の決算概要をお知らせします
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　11月25日・26日、市文化の杜で「第37回田の神さぁの里産業文化祭」が行われました。これは、市とJA

えびの市、市教育委員会が共催で毎年行っているものです。

　会場内では、子どもふれあい広場や特産品等の販売、消防・警察・陸上自衛隊車両の展示などが行

われました。特設イベント会場では、ステージショーや市内小・中学生の読書感想文・感想画の表彰式

などが行われました。

　また、今年は4年ぶりに通常規模での文化作品展示も行われました。

　1日目には、田の神さぁおどり大会が行われ、6団体約150人が出場しました。また、2日目には、郷土

芸能発表が行われ、上浦郷土芸能保存会が、伝統芸能を披露しました。

　2日間で約1万2,000人が訪れ、買い物や催しを楽しんでいました。

第37回

おいしい!!

焼けるのが
待ちきれな

い！

田の神さぁの里 産業文化祭

■お問い合わせ　市企画課 政策係　☎ 35-3712（直通）

会場は多くの人でにぎわいました

焼肉ガーデンでは多くの人たちが焼肉を楽しみました

田の神さぁおどり大会 鮮やかな着物で踊る 郷土芸能発表（上浦棒踊り）

読書感想文・感想画表彰式秋川雅史 歌謡ショー

市内保育園等の作品展示

飯野高校生の作品展示

市内小中学校の作品展示

手芸作品等の展示

表彰された読書感想文・感想画が展示されました

子どもふれあい広場

農業機械等の販売 えびの産のお肉を販売 新鮮な野菜が並んでいました
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■お問い合わせ
　市財政課 財政係　☎ 35-3716（課直通）

（令和 4 年度決算書）（地方財政状況調査）

（令和 4 年度決算書）

歳入
総 額

歳出
総 額

　歳入は、市が自ら徴収または収納できる自主財源と、
国や県から交付されたり、割り当てられたりする依存
財源に分けられます。
　令和 4 年度は、基金からの繰入金や国からの支出金
などの減により、対前年度比 5.4％の減となりました。

　歳出は、その支出が義務付けられている義務的経費、建物・道路・学校など
の資産形成に向けられる投資的経費、事務的経費や補助金などといったその他
の経費に分けられます。
　令和 4 年度は、補助金・負担金などの減により、対前年度比 5.0％の減となり
ました。
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4
年
度
は
、
歳
入
総
額
1
5
0
億
3
6
7
万
円
、
歳
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額
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2
億
2
6
7
9
万
円
で
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差

し
引
き
7
億
7
6
8
8
万
円
と
な
り
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た
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前
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度
に
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べ
る
と
、歳
入
は
8
億
5
6
1
8
万
円
の
減
、歳
出
は
7
億
5
2
3
8
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

令和
4 年度 市 の 決 算 概 要 を  お 知 ら せ し ま す

一
般
会
計

子ども、高齢者、生活困窮者などへの支援

市職員給与、市議会議員報酬など
の人件費

補助金・負担金

事務経費・施設運営経費

地方交付税

国からの支出金

市に納めていただいた税金
20 億 8,366 万円（13.9%）25 億 3,850 万円（17.8%）

23 億 2,270 万円（16.3%）

地方債の償還金
9 億 3,536 万円（6.6%）

農地・農業用施設・公共施設などの災害復旧
2 億 8,510 万円（2.0%）

15 億 7,400 万円（11.1%）

18 億 8,897 万円（13.3%）

国民健康保険・介護保険
などへの繰出金
13 億 3,914 万円（9.4%）

基金への積立金
10 億 2,276 万円（7.2%）

施設の維持補修
3 億 683 万円（2.2%）

投資・出資・貸付金
1 億 7,382 万円（1.2%）

建物・道路・学校などの新設・改修
18 億 3,961 万円（12.9%）

前年からの繰越金
8 億 8,068 万円（5.9%）

基金からの繰入金
8 億 1,517 万円（5.4%）

寄附金
5 億 4,773 万円（3.6％）

その他収入
5 億 6,945 万円（3.8％）

46 億 6,528 万円
（31.1%）

26 億 4,247 万円
（17.6%）

県からの支出金
14 億 97 万円

（9.3％）

地方譲与税・交付金
7 億 184 万円（4.7%）

地方債
6 億 9,642 万円（4.6%）

150 億 367 万円

対前年度比 5.4% 減
142 億 2,679 万円

対前年度比 5.0％減

特
別
会
計
・
企
業
会
計

特
別
会
計

企
業
会
計

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
、
保
険
料
な
ど

の
特
定
の
収
入
を
財
源
と
す
る
会
計
で
す
。

水
道
や
病
院
な
ど
、
民
間
企
業
の
よ
う
に
事
業
の

収
入
で
費
用
を
賄
う
会
計
で
す
。

・
・
・

・
・
・

積立基金残高の状況市債の借入残高の状況

財政調整基金 突発的な災害や急を要する経費に備えるた
めに設置される市の貯金ともいえる基金

公共施設等
整備基金

公共施設（道路・学校等）の整備を図るための
基金

心のふるさと
基金

ふるさと寄附金（納税）を積み立てたもので、
ふるさとづくりの推進を図る基金

その他基金 その他、それぞれの目的による基金

自主財源自主財源

依存財源依存財源

義務的義務的
経費経費その他のその他の

経費経費

投資的投資的
経費経費

【単位：万円】

【単位：万円】

【単位：万円】

区　分
区　分

区　分 3 年度末残高
歳　入

3 年度末残高 増　減増　減 4 年度末残高
歳　出

4 年度末残高

財政調整基金 321,236 34,813 356,049
国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

産業団地整備事業特別会計

保険事業勘定

収益的収支

収益的収支

介護サービス事業勘定

資本的収支

資本的収支

介護保険
特別会計

水道事業会計

病院事業会計

293,412

2,446

88,170

68,208

35,753

47,475

2,141

339,092

11,820

289,794
一般会計 907,818 △ 22,085 885,733

公共施設等整備基金 184,980 1,840 186,820
67,581

37,711

水道事業会計 200,326 2,367 202,693

心のふるさと基金 96,318 △ 5,558 90,760
319,534

25,920

病院事業会計 645 △ 317 328

その他基金 138,666 △1,173 137,493
2,244

82,370

産業団地整備
事業特別会計 144,547 △46,492 98,055

合計 741,200 29,922 771,122
47,389

3,839

一時借入金 0 0 0
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京町温泉駅観光交流センターで購入できるようになりました

JR 九州

JR 九州からの簡易委託によりえびの市観光協会が販売しています。

（※）在来線の切符は販売していません。定期券のみの販売になります。

【おねがい】購入のためにお越しになる日時と定期券の利用区間を事前に電話等で

市観光協会にお知らせいただくと待ち時間の短縮につながりますので、

是非事前にお問合せください。

【購入にあたっての注意事項等】

　（1）販売する定期券は紙製にゴム印等で印字したものになります。そのため自動改札機では使用できません。

　（2）京町温泉駅では定期券の払い戻しの対応はできません。JR九州の主な駅窓口での対応になります。

　（3）有効期間開始日の 14日前から発売ができますが、定休日の場合はその限りではありません。

　（4）現金での支払いとなります。クレジットカードや電子マネーはご利用できません。

【購入時に必要なもの】

　＜通勤定期券＞　備え付けの申込書をご利用ください。

　＜通学定期券＞　学校の発行する「通学証明書」または「通学定期券購入兼用証明書」（学生証と兼用のもの）が必要です。

※新学年で定期券お求めの際のお知らせ｢通学証明書｣の具体的な記入方法等は JR九州のホームページ等で事前に

ご確認ください。（下記QRコードの市ホームページにリンクしています。）

通勤・通学定期券 販売

【お問合せ先】えびの市企画課政策係   0984－35－3712
えびの市観光協会　　　0984－37－2663

えびの市ホームページ

販売場所

販売時間等

JR 吉都線　京町温泉駅観光交流センター内

午前 9時～午後 5時 30分迄
（毎月第 2火曜日、年始の 1日と 2日を除く）
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市
で
は
、
11
月
10
日
・
11
日
に
大
阪

府
大
阪
市
の
地
下
街
で
、
11
回
目
と
な

る「
え
び
の
市
物
産
フ
ェ
ア
㏌
大
阪
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
関
西
え
び
の
会
、

宮
崎
県
大
阪
事
務
所
の
協
力
の
も
と
、

え
び
の
市
の
特
産
品
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
と
販
路
拡
大
を
目
的
に
行
っ

た
も
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で
す
。

　

会
場
に
は
、
多
く
の
人
が
訪
れ
、
え

び
の
産
の
新
米
や
新
鮮
な
野
菜
、
豚
や

鶏
の
加
工
品
、
焼
酎
、
蜂
蜜
な
ど
の
特

産
品
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。
来
場
者

の
中
に
は
宮
崎
県
出
身
の
人
も
多
く
、

え
び
の
市
か
ら
参
加
し
て
い
る
事
業
者

と
の
交
流
な
ど
も
行
わ
れ
、
あ
く
ま
き

や
鶏
の
炭
火
焼
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ど
を
懐
か
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う
に

購
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し
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い
く
人
も
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
堺
市
か
ら
大
阪
市
梅
田

に
会
場
を
変
更
し
、
新
た
な
場
所
で
開

催
す
る
こ
と
で
、
え
び
の
市
や
特
産
品

の
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

整備された備品

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
、
中
浦

自
治
会
（
真
幸
地
区
）
に
備
品
一
式
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
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業

を
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っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
宝
く
じ

の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
実
施
し
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実
や
強
化
を
図
り
、
地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
中
浦
自
治
会
に
整
備
さ
れ
た

備
品
は
、
エ
ア
コ
ン
、
キ
ャ
ス
タ
ー
付

き
折
り
た
た
み
テ
ー
ブ
ル
、
ス
タ
ッ
キ

ン
グ
チ
ェ
ア
、
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア

専
用
台
車
で
す
。

　

今
後
、
自
治
会
活
動
な
ど
で
利
用
さ

れ
ま
す
。
備
品
一
式
は
、
自
治
公
民
館

に
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。

協　

働

問 宝
く
じ
助
成
金
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係　

☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

えびの市のさまざまな特産品を販売しました

抽選会も行われ会場は多くの人でにぎわいました
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基本計画策定に向けた答申

11

6

　えびの市男女共同参画推進審議会から市に
「第 4 次えびの市男女共同参画基本計画策定」

に対する答申書が提出されました。同審議会は、
8 月 29 日に市長から諮問を受け、同計画策定
について審議を重ね、答申書をまとめました。
　盛永ちづ子会長は「この計画は、持続可能な
地域づくりにとって極めて重要なものです。当
審議会の総意として提案しますので、計画に盛
り込んでいただきたいです」と話しました。

第4次えびの市
男女共同参画基本計画答申

県中学校英語暗唱・弁論大会
結果報告

全国大会に出場

11

6

　上江中学校 3 年の鶴内 俊
しゅんじょう

丞 さんが、10 月
16 日に行われた県中学校英語暗唱・弁論大会
の弁論の部で、3 位入賞したことを市長に報告
しました。11 月 23 日に行われた全国大会に出
場しています。
　鶴内さんは「ALT や英語の先生、いろんな人
たちの支えがあったおかげです。感謝の気持ち
を忘れず、大舞台で結果を出せるように頑張り
たいです」と話していました。

オコメクエスト

えびの米で笑顔に

11

4
　グリーンパークえびの
で「オコメクエスト」が
行われました。
　これは、えびの米を広
く知ってもらい、消費拡
大を図ることを目的に、
市内の青年団体 Yaddo

（ヤッド）が開催したも
のです。
　会場では、えびの産ヒ
ノヒカリの振る舞いや出
店、大抽選会などが行わ
れました。
　市内外から約 3,200 人
が訪れ、えびの米を食べ
て笑顔があふれていまし
た。

互いを高め合う
　王子原野球場・ソフト球場で「第 24 回基山
町・えびの市少年野球交流大会」が行われまし
た。これは、佐賀県の基山町とえびの市の少年
野球チームの技術向上と両市町の親睦と交流を
図ることを目的に行われているものです。
　基山町から 3 チーム、えびの市から 3 チー
ムが参加し、市町対抗で試合を行いました。ま
た、小学 4 年生以下、5 年生、6 年生それぞれ
で選抜試合を行い、交流を深めました。

基山町・えびの市少年野球交流大会
田の神さぁの里産業文化祭
芸能まつり

踊りや歌を披露

11

12

　市文化センターで「芸能まつり」が行われま
した。これは、舞台芸能発表の場として、えび
の市芸術文化協会加盟団体が、練習を積み重ね
てきたものを発表し、地域を元気にするために
開催しているものです。
　会場には、約 320 人が来場しました。日本
舞踊やフラダンス、クラシックバレエ、大正琴、
カラオケなど、約 30 団体が出演し、日頃の練
習の成果を披露しました。

えびの産ヒノヒカリ新米贈呈

良い新米ができたことを報告

11

14
　えびの市農業協同組合
の南谷康雅専務理事が、
市長と副市長、教育長に
えびの産ヒノヒカリの新
米を贈呈しました。
　これは、えびの産ヒノ
ヒカリの PR と今年の新
米の出来具合を報告する
ために行われたもので
す。
　南谷専務理事は「今年
も暑い日が続きました
が、農家の皆さんの頑張
りもあって、良い新米が
できました。ぜひ、ご賞
味ください」とあいさつ
しました。

11

11・12
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キャリア形成の一助として

11

21

　上江中学校で、えびの学講話が行われました。
これは、社会貢献の考え方に触れ、他者のこと
を考え行動することへの関心・意欲の醸成を図
ることを目的に行われたものです。講話には中
学生 1 ～ 3 年生が参加しました。
　株式会社ミヤザキの山之上道廣代表取締役が
講話を行い、苦境から会社を大きくすることで
得られた経験を基に「周りを見て、感じ取る力」
の必要性などについて話しました。

えびの学講話第19回えびの市米・食味コンクール

自慢の米の味を競う

11

21

　「第 19 回えびの市米・食味コンクール」が
えびの市農協本店で行われました。これは、え
びの米のさらなる品質向上を目指し実施してい
るもので、市内から 117 点の応募がありまし
た。審査では、農業関係者など 79 人の審査員が、
外観、香り、味などを評価しました。
　審査の結果、個人の部は東脇彰

あきら

さん（大明司）、
団体の部は下大河平自治会、小学校の部では真
幸・岡元小学校が優秀賞に輝きました。

えびの産宮崎牛を使用した学校給食

えびの産宮崎牛のおいしさを PR

11

20
　市内小中学校の給食
で、えびの産宮崎牛を使
用した牛丼が提供されま
した。
　これは、えびの産宮崎
牛の PR を行い、消費拡
大と畜産振興を図るため
に、えびの市畜産振興会
が行ったものです。提供
されたのは牛丼 1,390 食
で、54kg の牛肉が使用
されました。
　 加 久 藤 小 学 校 3 年 の
鍋島浩士郎さんは「普段
のお肉よりもジューシー
で、とてもおいしかった
です」と話していました。

認知症サポーター養成講座

認知症を正しく理解

11

28

　宮崎銀行飯野支店で「認知症サポーター養成
講座」が行われました。これは、認知症の人や
その家族が、安心して暮らし続けることのでき
る地域づくりを推進することを目的に市が行っ
ているものです。講座には、同行の行員 10 人
が参加しました。
　積島孝典次長は「認知症の種類や窓口対応の
仕方など大変勉強になりました。正しく対応で
きるようにしていきたいです」と話しました。

地域の皆さんに笑顔を届ける
　上江小中学校で「上江交流フェスティバル」
が行われました。これは、児童・生徒の地域貢
献活動の一環として、地域の人たちに笑顔を届
けようと行われたものです。同校の児童・生徒
たちが発案し、上江交流フェスティバル実行委
員会が開催しました。
　催しでは、生徒会企画のステージ発表や交流
レクレーションなどが行われ、訪れた人たちを
笑顔にしました。

12

3 上江交流フェスティバル

子どもの生きる力を育むために

12

2

　市文化センターで「第 65 回宮崎県 PTA 研究
大会えびの市・小林市・西諸県郡大会」が行わ
れました。これは、子どもたちのために家庭と
学校、地域がどのように連携・協働すればよい
か見つめ直す機会として、宮崎県 PTA 連合会
主催で行われたものです。
　同大会では、研究発表やパネルディスカッ
ションなどが行われ、PTA 会員や学校関係者約
400 人が参加しました。

第22回アジアマスターズ陸上競技
選手権優勝報告

アジア大会で金メダルを獲得

11

27

　藤﨑利廣さん（南昌明寺）が、11 月にフィ
リピン・ニュークラークシティで開催された

「第 22 回アジアマスターズ陸上競技選手権」で、
優勝したことを報告しました。
　800m 競技と 1500 ｍ競技の 80 ～ 84 歳男子
の部に出場し、それぞれ金メダルを獲得してい
ます。
　藤﨑さんは「次の世界大会では表彰台を目指
したいです」と話していました。

第65回宮崎県 PTA 研究大会
えびの市・小林市・西諸県郡大会



【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

着
ぶ
く
れ
て
今
日
も
始
め
る
畑
仕
事

中
堀
ふ
じ
子

　
退
職
し
て
畑
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
す
で
に
十
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。北
風
の
吹
き
付

け
る
日
は
な
ぜ
畑
に
行
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
か
と
思
う
と
き
も
あ
り
ま
す
が
後
期
高
齢
者
目

前
に
あ
り
な
が
ら
元
気
で
働
け
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
だ
る
ま
さ
ん
の
よ
う
に
着
ぶ
く
れ
て
畑

へ
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

憎
ま
れ
口
も

西　

幸
一

樹
齢
三
十
年
ぐ
ら
い
の
樟く

す

の
木き

が
一
本
立
つ

木
の
葉
は
繁し

げ

り　

年
中
裸
に
な
ら
な
い

住す

み
か
に
も
隠
れ
家
に
も　

丁
度
良
い

五
月
に
な
る
と
黒
い
鳥
は　

時
に

落
下
し
た
り
し
て
巣
立
ち
の
稽
古
も
終
え

初
夏　

木
は
周
り
に
木
陰
を
も
た
ら
す

そ
の
頃　

子
ガ
ラ
ス
は
鳴
き
声
に
も

変
化
を
見
せ
声
色
を
使
い　

朝
六
時
頃
に
な
る
と

三
世
代
程
だ
ろ
う
か　

十
羽
程　

順
番
に

今
朝
も
朝
日
の
昇
る
方
向
を
め
が
け
飛
び
た
ち

夕
方　

日
の
沈
む　

住
み
家か

へ
連
れ
添
い
帰
る

寿
命
全
う
の
為　

日
々
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し

風
雪　

雨
の
日
も
界
隈
で

代
々
子
供
に
つ
な
い
で
い
く

晴
の
日
に
励
餌
雨
休
の
暮
ら
し
な
の
か
と

つ
わ
ぶ
き
の
咲
き
始
め
し
は
固
き
ま
ま

黄
色
の
蕾
へ
想
い
巡
ら
す

中
野
桂
子

　
枯
野
を
包
む
さ
び
し
さ
の
中
に
つ
わ
ぶ
き
の
黄
、
椿
の
赤
き
色
、
カ
ラ
ス
ウ
リ
の
実

は
赤
く
映
え
る
。こ
れ
が
日
本
の
四
季
の
一
つ
で
あ
る
。冬
の
光
、
冬
の
花
。そ
れ
に
引

き
替
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
の
惨
状
を
切
な
く
思
う
。世
界
の
平
和
は
何い

つ時
来
る
の

で
あ
ろ
う
か
。心
か
ら
切
に
切
に
祈
り
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

■本の福袋
図書館スタッフがおすすめする本（ 3冊）をテーマ別にま
とめた貸出用の福袋です。福袋を借りた人は、空くじなし
のくじ引きができます。
※必ず図書館に返却してください。
●開催日＝1月5日（金）
●時間＝午前9時～ ※なくなり次第終了
●場所＝図書館入口

お す す め の 一 冊

てをつなご
sakie 著

（みらいパブリッシング）

未来地図
小手鞠るい 著

（原書房）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（1月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 10日（水）、
24日（水） 13：15～15：15

上江小中学校→真幸出張所→ Aコー
プかくとう店→加久藤地区体育館

11日（木）、
25日（木） 12：45～16：30

市役所→飯野地区コミュニティセン
ター

12日（金）、
26日（金） 12：00～15：15

真幸地区体育館 17日（水）、
31日（水） 15：25～15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→自
衛隊官舎 19日（金） 14：50～16：30

■福引
本を5冊以上借りた人限定で空くじなしの福引が引けま
す。
●開催日＝1月5日（金）
●時間＝午前9時～ ※なくなり次第終了
●場所＝図書館入口

　
「
子
ど
も
た
ち
が
、
楽
し
く
安
心
し
て
勉

強
で
き
る
土
台
作
り
を
試
行
錯
誤
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
す
の
は
、
真
幸
小
学
校
講

師
の
岸
本
洸
生
さ
ん
で
す
。

　

岸
本
さ
ん
は
、
認
定
特
定
非
営
利
活
動

法
人
Ｔ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ 

Ｆ
ｏ
ｒ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

（
テ
ィ
ー
チ
フ
ォ
ー
ジ
ャ
パ
ン
、
以
下
Ｔ
Ｆ

Ｊ
）
か
ら
赴
任
し
、
令
和
4
年
4
月
か
ら
え

び
の
市
で
講
師
を
し
て
い
ま
す
。「
T
F
J

に
は
、
教
育
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
持
っ
た

仲
間
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
仲

間
た
ち
と
定
期
的
に
意
見
交
換
や
交
流
す
る

こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
」

　

子
ど
も
た
ち
の
視
野
を
広
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
小
学
校
へ

の
赴
任
を
希
望
し
た
岸
本
さ
ん
。「
子
ど
も

た
ち
に
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
い
い
の
で
、
一
つ
で
も
熱
量
を
持
っ

て
探
究
で
き
る
対
象
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
で

す
。
そ
の
中
で
、
ず
っ
と
残
り
続
け
た
も
の

が
将
来
の
夢
・
キ
ャ
リ
ア
に
繋
が
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

や
本
を
使
っ
て
、
多
く
の
情
報
を
仕
入
れ
、

世
界
に
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
を

行
っ
て
い
ま
す
」

　
「
教
育
者
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な

い
こ
と
も
多
く
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
た
ち
か

ら
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
学
び
続
け
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
を
好
き
に
な
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
元
気
に
楽
し
め
る
授
業
を

模
索
し
、
こ
れ
か
ら
実
現
し
て
い
け
る
よ
う

頑
張
り
た
い
で
す
」
と
熱
い
思
い
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
視
野
を
広
げ

個
性
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い

岸本 洸生さん
真幸小学校 講師

■年末年始の休館日のお知らせ
12月28日（木）から令和6年1月4日（木）まで、年末年始
のため、長期休館となります。

広報 広報令和5年12月号 令和5年12月号13 12



「
ふ
る
さ
と
外
来
」
第
2
号
医
師
（
非
常
勤
）
着
任

　

10
月
か
ら
一
般
内
科
外
来
担
当
医

師
（
非
常
勤
）
に
、
新
し
く
有
留
大

海
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

有
留
医
師
は
、
え
び
の
市
出
身
医

師
が
行
う
外
来
診
療
、
通
称
「
ふ
る

さ
と
外
来
」
の
第
２
号
医
師
に
な
り

ま
す
。宮
崎
市
郡
医
師
会
病
院
か
ら

月
に
1
回
派
遣
さ
れ
、
え
び
の
市
立

病
院
で
診
療
を
行
い
ま
す
。診
察
に

関
し
て
は
、
予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

診
療
日
は
、
毎
月
第
３
火
曜
日
の

午
前
9
時
か
ら
午
後
1
時
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ふ
る
さ
と
の
皆
さ
ん
の
健
康
に
少

し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

受
診
に
関
し
て
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
や
相
談
が
あ
る
場
合
は
、
え
び
の

市
立
病
院
地
域
医
療
連
携
室（
安
樂
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
立
病
院 

地
域
医
療
連
携
室

☎
27
‐
4
5
1
2

文
：
市
立
病
院 

地
域
医
療
連
携
室

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

名
前
：
有あ

り
ど
め留 

大ひ
ろ
み海

診
療
科
：
一
般
内
科

趣
味
・
特
技
：
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

好
き
な
食
べ
物
：
オ
ム
ラ
イ
ス

■
着
任
の
あ
い
さ
つ

　

10
月
か
ら
非
常
勤
医
師
と
し
て
着

任
し
た
有
留
大
海
で
す
。加
久
藤
地

区
出
身
で
す
。
現
在
は
、
宮
崎
市
郡

医
師
会
病
院
で
、
総
合
内
科
医
と
し

て
、
急
性
期
一
般
の
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。症
状
が
あ
る
け
ど
何
科
に

か
か
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
人
も

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
世
界

中
で
法
律
や
制
度
を
変
え
た
り
、
教

育
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
意
識
を
高

め
た
り
す
る
こ
と
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

を
問
い
直
し
、
全
て
の
人
の
人
権
を

尊
重
し
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
の
た
め

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担

意
識
を
解
消
し
、
お
互
い
の
能
力
や

個
性
が
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
え
び

の
市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

　

S
D
G
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
と
は
、
世
界
で
広
が
る
貧
困
・

格
差
・
地
球
環
境
の
危
機
を
克
服
し
、

「
持
続
可
能
な
社
会
・
経
済
・
環
境
」

を
目
指
す
、
世
界
共
通
の
目
標
で

す
。 

2
0
1
5
年
に
国
連
で
開
催

さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ

ト
」
で
日
本
も
賛
同
し
、
国
連
加
盟

国
1
9
3
カ
国
の
全
会
一
致
で
決
定

さ
れ
ま
し
た
。 

2
0
3
0
年
を
達

成
期
限
に
、
17
の
目
標
に
す
べ
て
の

国
が
取
り
組
む
こ
と
を
約
束
し
て
い

ま
す
。

　

17
の
目
標
の
一
つ
に
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
」
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
等
に
責
任

や
権
利
、
機
会
を
分
か
ち
合
い
、
あ

ら
ゆ
る
物
事
を
一
緒
に
決
め
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。男
性
と
女
性
は
身
体
の
つ
く
り

は
違
っ
て
い
て
も
平
等
で
す
。し
か

し
、
今
の
社
会
で
は
男
性
の
役
割
・

女
性
の
役
割
な
ど
、
個
人
で
は
な
く

「
社
会
的
・
文
化
的
に
作
ら
れ
た
性
別

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）」
に
よ
っ
て
、
生
き

方
や
働
き
方
が
決
め
ら
れ
て
し
ま
う

み
ん
な
で
目
指
す
！ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
男
女
共
同
参
画

え
び
の
の
魅
力
を
広
げ
て
い
き
ま
す

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

薄暮時は「魔の時間帯」

ヒートショックにご注意を

11月の交通事故
発生状況

人　身 4件
物　件 24件

本年累計 21件
本年累計 267件

11月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 1件
救　急 92件

本年累計 14件
本年累計 955件

　

皆
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。
令
和
5

年
8
月
17
日
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
篠
原
美み

ず寿

恵え

で
す
。

 

私
は
、
え
び
の
市
出
身
で
、
小

林
高
校
に
進
学
し
、
高
校
卒
業
後
は
、

宮
崎
公
立
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
も
、
大
好
き
な
宮
崎

県
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

約
3
年
間
、
宮
崎
市
内
で
働
い
て
い

ま
し
た
が
、
生
活
し
て
い
く
中
で

「
い
つ
か
地
元
え
び
の
に
戻
り
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
回
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
え
び

の
に
戻
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

え
び
の
で
生
活
を
し
て
い
く
中
で
、

え
び
の
に
は
素
晴
ら
し
い
自
然
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
ご
飯
も
水
も
と
て
も

美
味
し
く
て
、
子
供
の
こ
ろ
に
は
あ

ま
り
実
感
し
て
い
な
か
っ
た
え
び
の
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現
在
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
中
間

処
理
業
務
を
自
主
財
源
と
し
て
、
物

産
振
興
・
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
活

性
化
を
目
的
と
し
た
、
地
域
商
社
の

設
立
に
向
け
て
、
辻
本
千
春
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
啓
発

を
目
的
と
し
た
観
光
大
学
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
ま
す
。開
催
の
際
は
、

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
難
し
さ

も
あ
り
ま
す
が
、
え
び
の
市
の
活
性

化
の
た
め
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

文
：
篠
原
美
寿
恵
隊
員

　 入 浴 中 に な くな る 人 は、全 国 で 約 1 万 人 を
超えると推 測されています。その 要 因 の 1 つ は、
ヒートショックであるといわ れています。
　 血 圧 の 変 動 は、心 臓 に負 担 を か け、心 筋 梗 塞
や 脳 卒 中 に つ な がりか ね ま せ ん。ヒートショッ
クの 予 防 の た め に、次 の 対 策 を 参 考 にしてみて
ください。

【対 策】
・脱 衣 所 やトイレを小 型 の 暖 房 器で 温 める
・風 呂 場 の 床 にすのこや マットを敷く
・浴 槽 に お 湯 が た まって いる 場 合 は、入 浴 前 に
ふ たを開 ける

・トイレ は 暖 房 便 座を設 置 する

　 薄 暮 時 は 交 通 事 故 が 起こりや すい「魔 の 時 間
帯」です。今 年も薄 暮・夜 間 時 間 帯の交 通 事 故 発
生 件 数 が 増 加しています。
　 薄 暮 時 は、車 も自転 車 も早 め にライトを 点 灯
し、歩 行 者 等 の 発 見を早 めるた め に、ライトをこ
まめ に切り替えましょう。
　 早 朝・夜 間・薄 暮 時 の 外 出 時 は、必 ず 明るく目
立 つ 色 の 服 装と反 射 材 を 着 用しましょう。また、
道 路を横 断 する際 は、十 分 に左 右 の 安 全を確 か
め、基 本 的 な 交 通 ル ールを守りましょう。

地域おこし活動
C o m m u n i t y  B u i l d i n g

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

市立病院
C i t y  h o s p i t a l
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ん、有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも公職
選挙法により禁止されています。
　皆さん一人一人が寄附禁止のルールを守って明るい選
挙を実現しましょう。

【政治家の寄附禁止の対象例】
①落成式・開店祝などの花輪、葬儀の花輪・供花、病気見
舞いなど
②お歳暮・お年賀など
③祭りへの寄附・差し入れ、町内会の集会・旅行などの催
物への寸志・飲食物の差し入れ
④結婚祝（※）、香典（※）、卒業祝、入学祝など
※政治家本人が結婚披露宴、葬式などに自ら出席してそ
の場で行う場合には、罰則が適用されない場合がありま
す。

【その他禁止されている行為】
政治家が選挙区内にある者に対して、答礼のための自筆
によるものを除き、年賀状、寒中見舞などのあいさつ状

（電報なども含む）を出すことは禁止されています。
※「広報紙『総務省』（2023年12月号）」より参照
　市ホームページに、具体的な例をQ＆A方式でまとめ
ていますので、ご覧ください。
問市選挙管理委員会 事務局
☎35-3732（直通）

えびの駐屯地とその周辺地域はド
ローン等の飛行が禁止されています

　陸上自衛隊えびの駐屯地とその周辺地域は、「重要施
設の周辺地域の上空における小型無人機等の飛行の禁止
に関する法律」（通称：小型無人機等飛行禁止法）により、
原則として、ドローン等の飛行が禁止されています。
　ただし、次の飛行等については適用除外となり、ドロー
ン等を飛行させることができます。

【適用除外となる飛行】
・陸上自衛隊の同意を得て、えびの駐屯地の周辺地域上
空で行う飛行

・土地の所有者、またはその同意を得た者が、当該土地の
上空で行う飛行
※上の飛行等を行う場合は、飛行開始48時間前までに、
えびの警察署を経由して、宮崎県公安委員会に事前通報

が必要です。
※土地の所有者が、当該土地上空で行う飛行の場合（手
有する畑での農薬散布など）は、飛行開始48時間前まで
に、陸上自衛隊に事前通報が必要です。
申・問えびの警察署 警備係
☎33-0110
問宮崎県警察本部 警備第二課
☎0985-31-0110

「権利擁護無料相談会」
を開催します

　身寄りがなく将来が心配、財産管理で困りごとがある、
福祉サービスの利用の仕方がわからないなど、認知症や
障がいがあり判断能力が低下している人、その家族、医
療・福祉施設関係者のために、権利擁護に関する無料相
談会を実施します。ぜひ、ご参加ください。

【開催日等】

開催日 時間 場所

令和 6 年 1 月 5 日
（金）

午後 1 時 30 分
～

午後 3 時 30 分

小林市社会福祉センター
別館 1 階会議室

（小林市立図書館横）

令和 6 年 2 月 8 日
（木）

総合福祉センター
（えびの市社会福祉協議

会内）

令和 6 年 3 月 8 日
（金）

高原町ほほえみ館

【費用】無料
【相談員】弁護士、司法書士、社会福祉士など
【その他】予約が必要です。なお、相談内容が外部に漏れ

ることはありません。
問にしもろ地区権利擁護推進センターつなご
☎27-3358

所得税、市県民税・国民健康保険税
の申告の準備をしましょう

　令和6年度（令和5年分）所得税、市県民税・国民健康保
険税の申告に向けて、早めに準備を済ませましょう。
■農業を営んでいる人へ

【収入・経費の分類整理】
　出荷伝票等については、農畜産物ごとに分類整理して
保管しましょう。農畜産物の生産に要した費用に係る領
収書等についても肥料代、農薬代、飼料代、種苗代、燃料
代等、それぞれの経費ごとに分類整理して保管しましょ
う。また、米や野菜等については、自家消費や贈答用も
収入として扱われるので、数量を必ず把握しましょう。
※農業の収支内訳書を事前に作成し、申告時に提出され
ると申告相談をスムーズに行うことができます。収支内
訳書の用紙は、1月下旬に全戸配布予定の「税の申告の
お知らせ」に同封します。

【牛を出荷した場合】
　出荷した牛による収入やそれに要した手数料等を把握
する必要があります。「売却証明書」と「セリ売証」につ
いては「2枚1組」のまま保管しましょう。
※添付または提示がない場合は、免税の適用を受けられ
ません。
■確定申告をする人へ

【源泉徴収票】
　給与・年金の収入のある人は、その源泉徴収票の確認
が必要です。全ての源泉徴収票を大切に保管しましょう。
※年金の源泉徴収票は1月中に各年金事務所から送付さ
れる予定です。

【社会保険料控除】
　国民年金保険料等に係る社会保険料控除を受けるには、
支払った保険料等の金額を証する書類が必要です。年金
保険者等が発行する「控除証明書」を大切に保管しましょ
う。

【生命保険料控除・地震保険料控除】
　生命保険、介護医療保険、個人年金に係る生命保険料
控除を受けるには、「生命保険料控除証明書」が必要です。
また、地震保険料控除を受ける場合にも「地震保険料控
除証明書」が必要です。大切に保管しましょう。
○マイナンバーの取り扱いについて
　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴

い、申告書にはマイナンバー（個人番号）の記載が必要
となっています。申告相談の際には次のとおり取り扱い
ます。
　マイナンバーカードであれば、そのまま記載できます。
通知カード（または番号付住民票）の場合は免許証・社会
保険証等の提示も必要です。提示する証明書等は写し（コ
ピー）でも構いません。
※通知カードで確認する場合には、通知カードに表示さ
れた住所・氏名と、現在の住民票の住所・氏名が一致して
いる必要があります。
　なお、身分証明書は、免許証等の顔写真があるものは
1種類、保険証等の顔写真がないものは2種類必要です。
　いずれの場合でも、証明書等の提示が必要ですが、写
し（コピー）を提出する必要はありません。
〇医療費控除について
　病院の通院等に係る医療費控除の適用を受ける人は、

「医療を受けた人」、「病院・薬局等」ごとに、金額を仕分
けして明細書（内訳書）の作成をお願いします。また、「医
療費のお知らせ」によってもその金額の確認ができるよ
うになっていますが、明細書の金額と二重に計上しない
よう十分確認をしてください。
※「医療費のお知らせ」については、基本的に9月または
10月までの分しか記載されません。そのため、その記載
月以降から12月までの分の金額の確認は、明細書の提出
が必要となりますので、ご注意ください。
問市税務課 市民税係
☎35-3734（直通）
問小林税務署（確定申告に関すること）
☎23-3126 ※自動音声案内

「三ない運動」をご存じですか

　年末年始は、お歳暮やお年賀など何かと贈り物やお祝
い事をする機会の多いシーズンです。
　この機会に皆さんに改めて理解してもらいたいのが、
きれいな政治、お金のかからない政治の実現、選挙の公
正の確保を目指す「三ない運動」（贈らない、求めない、
受け取らない）です。
　政治家が選挙区内の人にお金や物を贈ることはもちろ
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,381人 （前月比 -16人）
男性／7,732人（-3人） 　女性／8,649人（-13人）
転入／35人  転出／30人  出生／5人  死亡／26人

7,763世帯 （前月比 -12世帯）

今 年1年を振り返り、イベント等が 通常開 催となって、こ
れまで のにぎわいが 戻ってきていて、うれしく思いま

した 。また、さまざ ま なイベ ントを 取 材し 、たくさん の人 に
出 会 い、お 話しすること が で きました 。来 年 も充 実した 広
報 紙をお 届 け で きるように 取 材 を 頑 張りたいと 思いま す。

（ 中川 ）（令和5年12月1日現在）

［ヘルメット・プロテクター（1日）］400円
【駐車場】施設周辺の有料駐車場をご利用ください。

※アイススケートリンク場内では、安全のため、手袋の
着用をお願いします。
問えびの高原屋外アイススケート場
☎33-5946
問ホテル ピコ ラナイえびの高原
☎33-0161

令和6年えびの市消防団出初式

　新春恒例の行事として、消防団員の団結と士気の高揚
を図ることを目的に出初式を行います。
　出初式では、消防活動に功績のあった消防団員の表彰
と一斉放水が行われます。
※雨天時は、内容の変更、または中止となる場合があり
ます。その際は、市ホームページでお知らせします。

【開催日時】令和6年1月7日（日）　午前9時～
【場所】えびの湯田地区河川公園（川内川湯田橋下流右岸

河川敷）※雨天時は、市民体育館で行います。
問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

放送大学入学生募集

　放送大学では、令和6年度4月入学生を募集しています。
　10代から90代の幅広い世代の8万5千人以上の学生が、
大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、さまざまな
目的で学んでいます。BS放送やインターネットでの視聴、

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書、コロナワクチン接種証明書

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫
11 月2 5 日・26 日 で 行 わ れ た
田 の 神 さぁの 里 産 業 文 化 祭 。
木 づ か い 広 場 で は、木 工 教 室
が 行 わ れ 、親 子 で 楽しそ うに
椅 子を製 作していました 。

市民交流喫茶に参加しませんか

　市国際交流センターでは、「市民交流喫茶」を開催しま
す。市民交流喫茶は、「えびのや近隣地域のことを知りた
い」、「えびのをもっと盛り上げたい」と思っている人に
参加してもらい、さまざまな分野のゲストを招いて講話
を聞く楽しいつどいです。同時に、地元の食材、産品を
試食するなど、ゲストと和やかに過ごしてもらうもので
す。今回は、市民アンケートで希望の多かった分野で開
催します。ぜひ、ご参加ください。
■第1回

【開催日】令和6年1月25日（木）
【ゲスト】自然写真家・写真講師 廣澤 順也氏

　平成25年から3年間、地域おこし協力隊として広報活
動に従事し、えびの市に移住。現在、九州の絶景を国内
外にSNSを通じて発信しています。えびの市の絶景を紹
介予定です。
■第2回

【開催日】令和6年2月22日（木）
【ゲスト】えびの警察署長 横山 良

よしひと

人氏
　令和4年3月にえびの警察署に赴任。近年、県内でも特
殊詐欺の被害が多く出ています。今回は「特殊詐欺の現
状と被害防止」について話してもらいます。
■第3回

【開催日】令和6年3月21日（木）
【ゲスト】シンガーソングライター 大野 勇太氏

　高原町出身。高校3年生の時から路上ライブを始め、現
在、各地で子どもから高齢者まで一緒に楽しめるライブ
を行っています。各種イメージソングの作詞作曲も手掛
け、ラジオ番組にも出演中です。講話とともに歌を披露
してもらいます。
■共通事項

【時間】午前10時～午前11時30分
【場所】市国際交流センター
【定員】30人程度
【参加費】全講話合わせて1,000円（飲み物、地元産品試

食代等）※1回のみの参加は400円とします。
【申込方法】参加者の住所・氏名・電話番号を市国際交流

センターにご連絡ください。
【申込期限】令和6年1月16日（火）

申・問市国際交流センター
☎35-3211

えびの高原屋外アイススケート場が
オープンしています

　えびの高原に本格的な冬が訪れたことを告げる「えび
の高原屋外アイススケート場」が好評営業中です。雪化
粧に染まった韓国岳をバックに、風を感じながらスケー
トを楽しみませんか。

【期間】令和6年2月下旬まで
【時間】午前9時～午後5時

※天候により営業期間および営業時間が変更となる場合
があります。営業状況については、「えびの高原屋外アイ
ススケート場Facebook 」でご確認ください。

【入場料】［一般］大人1,050円、中学・高校生840円、小学
生630円

［団体（平日のみ/20人以上）］大人850円、中学・高校生
640円、小学生430円

［見学者］大人520円、中学・高校生420円、小学生310円
※未就学児は無料

【各種利用料金】［貸靴代］650円 ※貸靴対応 15cm ～
［貸ソリ代（30分）］600円
［ロッカー］200円

固定資産税 第3期
国民健康保険税 第6期
後期高齢者医療保険料 第6期
介護保険料 第5期

12月25日（月）までに納めましょう。

講師から直接受ける授業があります。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、幅
広い分野を学べます。
　また、全国にキャンパスにあたる学習センターやサテ
ライトスペースが設置されていて、面接授業（スクーリ
ング）の開講やサークル活動などの学生交流も行われて
います。
　資料を無料で配布しています。お気軽にお問い合わせ
ください。
申・問放送大学 宮崎学習センター
☎0982-53-1893
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◀

シカの角研ぎ痕

霧
島
山
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
て
い

る
と
た
く
さ
ん
の
発
見
が
あ
り

ま
す
。
登
山
道
沿
い
に
は
た
く
さ
ん
の

花
、
昆
虫
、
き
の
こ
、
哺
乳
類
。
特
に

え
び
の
高
原
周
辺
で
は
、
ア
カ
マ
ツ
が

目
立
ち
ま
す
が
、
そ
こ
に
異
変
を
発
見

し
ま
し
た
。
樹
皮
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
剥
が

れ
て
い
ま
し
た
。
か
な
り
強
い
力
で
す
。

大
型
の
生
物
を
想
像
し
ま
す
が
、
ク
マ

の
生
息
し
て
い
な
い
霧
島
山
で
は
、
シ

カ
く
ら
い
し
か
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
オ

ス
の
シ
カ
が
角
を
研
い
だ
痕
な
の
で
す
。

　

秋
の
終
わ
り
ま
で
に
オ
ス
ジ
カ
の
角

は
伸
び
ま
す
。
伸
び
て
い
る
最
中
は
膜

状
の
も
の
に
包
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
を

剥
が
す
た
め
に
角
を
研
ぐ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

秋
の
繁
殖
期
に
縄
張
り
争
い
の
た
め

に
生
え
た
立
派
な
角
。
折
れ
て
し
ま
っ

て
も
春
に
は
自
然
に
落
ち
、
ま
た
新
し

い
角
に
生
え
変
わ
り
ま
す
。
あ
の
大
き

な
角
が
毎
年
生
え
変
わ
る
の
は
驚
き
で

す
が
、
我
々
に
と
っ
て
は
森
の
中
で
落

ち
た
角
と
の
出
会
い
と
い
う
素
晴
ら
し

い
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
な
り
ま
す
。

　

冬
の
静
か
な
森
の
中
、
シ
カ
た
ち
は
、

変
わ
ら
ず
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
ま
す
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：アカマツにつけられた角研ぎ痕（撮影：令和5年11月10日）

毎
年
生
え
変
わ
る
角
を
研
ぐ

※ QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 
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